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中標津では昨年より２日早い、5月14日（金）に開花。週末
には丸山公園などで花見がにぎやかに行われました。�

日本列島最後のサクラ�

6



2

中
標
津
町
・
羅
臼
町
合
併
協
議
会
で
は
「
新
市
将
来
構
想
」
を
策
定
し
、
こ
の
概
要

版
を
後
日
、
町
民
に
配
付
し
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
構
想
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明

し
、
意
見
交
換
を
行
う
た
め
の
説
明
会
を
四
回
開
催
し
ま
す
。�

今
月
号
で
は
「
新
市
将
来
構
想
」
を
策
定
し
た
趣
旨
と
羅
臼
町
と
の
合
併
デ
ー
タ

（
預
金
と
借
金
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る
�

市
町
村
合
併
�

市
町
村
合
併
�⑰�

�

　
市
町
村
合
併
は
、
地
方
分
権
や
財
政
事

情
の
変
化
な
ど
、
そ
れ
に
至
る
経
緯
や
背

景
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現

状
で
は
将
来
的
に
不
明
瞭
な
点
も
多
く
、

そ
れ
に
対
す
る
疑
念
を
抱
く
人
も
多
く
い

ま
す
。
し
か
し
、
合
併
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
単
独
の
自
治
体
で
は
成
し
得
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
た
り
、
可
能
性
が
広
が
っ
た

り
す
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
�

　
こ
の
た
め
、
中
標
津
町
と
羅
臼
町
は
合

併
協
議
会
を
設
置
し
、
検
討
・
協
議
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
二
町
が
合
併
し
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
「
夢
」
が
描
け
る
の
か
、
ま

た
「
夢
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

そ
の
方
向
性
を
考
え
た
の
が
こ
の
将
来
構

想
で
す
。
�

　
こ
の
構
想
は
、
単
な
る
役
場
の
合
理
化

や
効
率
化
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
二
町
の
施
策
や
そ
こ
に
住
む
人
々
、

産
業
の
つ
な
が
り
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
一

＋
一
が
二
に
と
ど
ま
ら
ず
、
三
に
も
四
に

も
な
る
よ
う
な
合
併
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
く
も
の
で
す
。
�

　
「
新
市
将
来
構
想
」
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
話
し
あ
っ
て
い
く
た
め
の
検
討
資
料

と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
説
明
後
の
意
見

交
換
会
で
、
提
言
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
策
定
す
る
「
新
市
建
設
計
画
」

へ
の
反
映
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
「
新
市

の
将
来
」
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

■
各
団
体
と
の
説
明
会
希
望
を
受
付
中
�

　
新
市
将
来
構
想
の
説
明
に
う
か
が
い
ま
す
。

詳
し
く
は
企
画
財
政
課
企
画
係
ま
で
。
�

�

新市将来構想案�
市町村合併説明会を開催します�
6月28日B～7月2日F

新市将来構想案�
市町村合併説明会を開催します�
6月28日B～7月2日F

日　程�

○中標津市街東地区対象�
　６月28日（月）　午後７時30分～　中標津町総合文化会館�
○計根別地区（市街地及び郡部）�
　６月29日（火）　午後７時30分～　中標津町老人福祉センター�
○中標津郡部地区�
　６月30日（水）　午後７時30分～　中標津町総合福祉センター�
○中標津市街西地区�
　７月２日（金）　午後７時30分～　中標津町総合文化会館�
�
※地区ごとに対象日を設定していますが、都合の良い日に参加できます。�

講演　「市町村合併で目指すもの　～合併の疑問に答える～」�

講師　関西学院大学大学院経済学研究科�

　　　産業研究所教授　小西　砂千夫氏�

�

パネルデイスカッション�

　「合併による新たな可能性を探る　～地域戦略とその視点～」�

　コーデイネーター　小西　砂千夫氏�

　パネラー　中標津町民２名と羅臼町民１名予定�

　※６月10日（木）18時30分～羅臼町公民館でも同様に開催します。�

■６月11日（金）午後７時～�
■中標津町総合文化会館　コミュニティホール�

市町村合併講演会開催�

講師プロフィール�

小西　砂千夫（こにし　さちお） 氏�
�

1960年生まれ、1983年関西学院大学経済学部卒、�

博士（経済学）�

1990年より現職　総務省の市町村合併推進会議、地

方行財政ビジョン委員会各委員の他　財務省、国土交

通省などの委員を務める。�

著書には「市町村合併の決断」（ぎょうせい出版）

「市町村合併をめぐる状況分析」（公人の友社出版）

「そこが知りたい市町村合併」（日本加除出版）�

「市町村合併ノススメ」（ぎょうせい）他著書多数�

�

羅臼町�

397.84H
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合併に関する�
ことは�

・中標津町・羅臼町合併協議会�
　1（役場内）3-3111（内線531・532）�
・中標津町役場企画財政課企画係　13-3111（内線324・326）�

HP http://www.nakara-gappeikyo.jp�
E-mail  nr-gappeikyo@nakashibetsu.jp

国が全国の市町村に交付する地方交付税。この地方交付税の段階的な見
直しによる削減は、各市町村とも預金（基金）を取りくずすなど、やり
繰りして歳入不足に対応しています。�
今回は町の預金と借金を比較しながら新市の将来について考えてみまし
ょう。�

羅臼町との合併�④�

　
両
町
の
財
政
は
、
国
や
道
か
ら
の
補
助
金
や
交
付

金
を
は
じ
め
借
入
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。

中
標
津
町
は
、
お
よ
そ
七
割
の
財
源
を
依
存
し
て
お
り
、

な
か
で
も
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、
歳
入
の
お
よ

そ
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
�

　
し
か
し
、
こ
の
地
方
交
付
税
は
国
の
行
政
改
革
に

よ
り
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
加
え
て
小
規
模
な
自
治
体
の
割
高
な
行

政
コ
ス
ト
を
補
う
た
め
の
補
正
措
置
の
縮
減
、
市
町

村
合
併
の
誘
導
策
と
し
て
、
合
併
団
体
へ
の
手
厚
い

措
置
な
ど
に
よ
り
、
中
標
津
町
で
は
平
成
十
三
年
度

に
比
べ
て
二
十
五
％
減
（
四
年
連
続
の
大
幅
削
減
）

の
四
十
九
億
円
、
羅
臼
町
で
も
三
十
一
％
減
の
十
六

億
円
（
十
三
年
比
較
）
と
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
両
町
の
地
方
交
付
税
が
段
階
的
に
削
減
さ

れ
て
い
く
の
は
、
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
�

�預
　
金
�

　
両
町
と
も
、
地
方
交
付
税
が
減
額
に
な
っ
た
分
、

預
金
を
取
り
く
ず
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
（
表
１
）
。

中
標
津
町
は
三
十
五
％
減
の
三
十
四
億
円
（
十
三
年

比
較
）
。
こ
の
内
、
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
る
標
津

線
代
替
輸
送
確
保
基
金
が
九
・
一
億
円
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
羅
臼
町
も
三
年
前
と
比
べ
四
十
七
％
減
の
四
・

三
億
円
と
減
少
額
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
、

文
教
施
設
整
備
基
金
が
二
・
四
億
円
で
、「
春
松
小

学
校
等
の
建
設
費
に
充
て
る
た
め
三
年
で
底
を
つ

く
。」
（
広
報
羅
臼
よ
り
）
両
町
と
も
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
き
ま
す
。
�

�借
　
金
�

　
中
標
津
町
の
借
金
（
表
２
）
は
、
ご
み
処
理
施
設

な
ど
の
建
設
に
よ
り
二
十
一
億
円
増
の
百
六
十
三
億

円
（
十
三
年
比
較
）
。
羅
臼
町
も
七
・
四
億
円
増
の

四
十
六
億
円
。
町
民
一
人
当
た
り
（
表
３
）
に
す
る
と
、

両
町
と
も
六
十
八
万
円
と
預
金
の
五
倍
か
ら
十
五
倍

に
な
り
ま
す
。
�

�

新
市
の
名
称
募
集
中
�

�　
中
標
津
町
・
羅
臼
町
合
併
協
議
会
で
は
、

合
併
後
の
新
市
の
名
称
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
�

○
応
募
方
法
　
�

　
・
官
製
ハ
ガ
キ
、
応
募
用
紙
、
電
子

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
付
�

○
応
募
に
必
要
な
事
項
�

　
・
新
市
名
称
（
漢
字
に
は
「
ふ
り
が

な
」
を
付
け
る
）
�

　
・
名
称
の
理
由
�

　
・
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
�

○
名
称
応
募
の
制
限
�

　
・
名
称
に
は
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、

漢
字
を
問
わ
ず
「
中
標
津
」
「
羅

臼
」
の
文
字
は
使
用
で
き
な
い
な

ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
同
協
議
会
ま
で
。
�

○
募
集
期
限
　
六
月
三
十
日
（
水
）
�

○
応
募
先
　
中
標
津
町
・
羅
臼
町
合
併

　
　
　
　
　
協
議
会
（
表
紙
住
所
）
�

新市将来構想案�
市町村合併説明会を開催します�
6月28日B～7月2日F

表１� 表２� 表３�

中標津町�

中標津町� 中標津町�

13 14 15
（見込）�

16
（予算）�

羅臼町�

羅臼町�
羅臼町�

町民一人当たりの預金と借金�借金（町債）の推移�預金（基金）の推移�

万円�
億円�

年�13

52.1
48.8

41.8

33.8

142

38 38
42 46

153

68.8
67.9

160 163

8.1

8.0 6.8 4.3

14 15
（見込）�

16
（予算）�

年�

億円�

10
10

30

30

50

50

50

100

150 70

借
　
　
金
�

借
　
　
金
� 預

　
　
金
�

預
　
　
金
�

第５回中標津町・羅臼町合併協議会�

14.3

4.3

羅臼町�羅臼町�

中標津町�
684.98H

397.84H397.84H
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７月からごみの分け方・出し方が変わります。先月号で

は「資源ごみ」の種類や出し方などをお知らせしました。�

今月号では、主に「生ごみ」の減量についてお知らせし

ます。�

「ごみ」についての理解を深めていただき、町民一人ひ

とりが「ごみ減量作戦」を実行し、きれいな街づくりを

推進しましょう。�

　ごみに関することは、町民生活部生活課環境衛生係�

（13－3111　内線218・223）まで。�

マイバック運動とは……�
�

　「自分の買い物袋を持参し買い物。レジ袋を使わない

ようにする運動」のこと。レジ袋を使わなかった時にス

タンプを押すなど、店独自でポイントサービスを行い、

マイバック運動を支援する取り組みを実施しているお店

も増えています。また、最近ではペットボトルをリサイ

クルした買い物袋や、おしゃれな買い物袋も販売されて

いるほか、買い物カゴのレンタルなども行われています。�

�

③よくかきまぜます。�
�
・生ごみを入れたら、その都度よくかきまぜ、フタを
閉めます。�
※最初の分解時に10℃以下では分解しません。毎日、
生ごみを入れ続けると、10日前後で温度が40℃台に
上昇し、分解が始まります。（温度が上がっている
時は分解が進んでいる証拠です。）�

④堆肥の完成�
�
・１日平均500ｇ位の生ごみを入れ続けると、約３ヶ
月程度処理できます。中の土がかたまりが多くなり
サラサラでない状態になってきたら完成です。�
・完成した堆肥は、黒土などと混ぜ、１～２ヶ月寝か
せてから使いましょう。�

誰にでもできる「ごみ減量作戦」�
�
●生ごみを減量しましょう。�
　生ごみは、ごみ全体の約４割も占めています。生ごみ
の減量化には各家庭での小さな努力がとても大切です。
ダンボールコンポスト等で堆肥化に取り組みましょう。�
●生ごみは水分を十分に切りましょう。�
　生ごみの70～80％は水分です。しっかりと水分を切っ
てください。�
●資源ごみの分別を徹底しましょう。�
　７月からの分別は、缶類、びん類、発泡トレー・ペッ
トボトル、プラスチック製容器包装、紙製容器包装、紙
パックで個別回収します。�
　新聞紙、雑誌、ダンボールの古紙類は集団回収です。
町内会の資源一時保管庫を利用してください。�
●使い捨て商品の使用を控えましょう。�
　ごみの減量を考え、詰替商品を利用しましょう。�
●過剰包装は断りましょう。�
　過剰な包装は資源の無駄遣いです。�
●マイバック運動を推進しましょう。�
　買い物の際には袋を持参しましょう。紙袋やレジ袋は
ごみを増やすことになります。�
●物を最後まで大切に使いましょう。�
　まだまだ使える物を捨てていませんか？最後まで大切
に使いましょう。�
�
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①必要なものを用意します。�
�
・ダンボール（専用のダンボールもお店に売っていま
すが、みかん箱などのダンボールでもかまいません。
（ただし、底の補強・フタ（ビニールは不可）が必
要になります。））�
・土壌改良剤（ピートモス、くんたん）�
　※混合した物もあります。�
・各種道具（温度計、シャベル）�

②生ごみを入れます。�
�
・ダンボールに土壌改良剤を入れ、温度計を中心部に
差しフタを閉め、室温20℃前後が確保できる場所に
置きます。（ダンボールは台に載せ、床から５cm
位離し通気をよくします。）�
・準備ができたら生ごみを入れます。（１回の投入量
は500ｇ位以下が適当です。一度に多く入れた時は、
次の投入まで間をあけます。）�

◆生ごみの水切りは十分に！�
�
　生ごみの水切りが不十分だと、悪臭の原因になるほか、
ごみ処理経費の増大につながるなどの影響があります。
生ごみを出す際には、下記の点に注意してください。�
�
●野菜などは、要らない皮などを剥いてから洗い、ごみ
となるものは濡らさないようにする。�
●三角コーナー（水切りネットなど）には水気のあるも
のだけを入れ、水気のないものは他のごみ袋に直接入
れるなど、余分な水分は吸わせないようにする。�
●ごみを出す前に、三角コーナーや水切りネットなどの
生ごみを、手やペットボトルの底の部分で押しつぶし
たり、振ったりして水切りを十分に行う。（水切りネ
ットや、水切り袋はそのまま一般ごみの中に入れても
かまいません。）�
●水切りした後の生ごみは、他
の一般ごみ（燃やせるごみ）
と一緒に町指定（一般家庭用
は赤色）のごみ袋に入れて、
「燃やせるごみの日」の朝に
出してください。�
※ごみ袋の中に水が溜まってい
るようなことは、絶対にしな
いでください。�

◆ダンボールコンポストのご利用を！�
�
　家庭から出る生ごみは、水切りを十分にしてごみ袋に
入れることも大事ですが、身近にあるダンボールを使っ
て簡単に堆肥化することができます。完成した堆肥は大
変栄養のある肥料として、ガーデニングなどに活用でき
ます。生ごみの減量化を図るためにも、皆さんのお宅で
も堆肥づくりを始めてみませんか？�
�
●なぜダンボールを使うのでしょうか？…�
　ダンボールは、生ごみの水分を逃がしたり、分解（発
酵）に必要な空気を通したりします。通気性のないビ
ニール袋などを内側に敷いたり、外側をビニールで覆
ったりすることはしないでください。�
●全ての生ごみが堆肥化できるの？…�
　分解に時間を要するため、入れない方が良い生ごみが
あります。�
・多量の塩を含むもの�
　（塩鮭、塩辛、ぬか漬の床、古漬けのたくあんなど）�
・とうきびの芯、ぶどうのつる、梅干の種など�
・スイカやメロンの皮�
　（小さく切って少し乾かしてから入れると良い）�
・鶏がらや豚骨�
・とうきびや玉ネギの外皮�
・防腐剤が塗布してあるレモンなどの柑橘類の皮�
・貝殻、エビの頭など�

～堆肥ができるまで～�
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公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り 

不
在
者
投
票
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た�

従
来
の
不
在
者
投
票
の
う
ち
、
名
簿
登
録
地
の

中
標
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
う
投
票
を
対

象
と
し
た
、
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
新
た
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。�

こ
の
「
期
日
前
投
票
制
度
」
は
、
選
挙
期
日
前

で
あ
っ
て
も
選
挙
期
日
と
同
じ
く
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
（
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
）
仕
組
み
で
す
。�

ま
た
、
郵
便
等
の
不
在
者
投
票
制
度
も
対
象
者

の
拡
大
と
「
代
理
記
載
制
度
」
が
新
た
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。�

本
町
で
は
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
か
ら
こ
れ
ら
の
制
度
に
よ
る
投
票

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
制
度
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

詳
し
く
は
、
中
標
津
町
選
挙
管
理
委
員
会�

1
（
３
）３
１
１
１
内
線
３
１
３
〜
３
１
５
ま
で
。�

◆
郵
便
等
に
よ
る�

　
不
在
者
投
票
制
度�

�

【
対
象
者
の
拡
大
】�

　
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

五
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
免
疫
障
害

一
級
〜
三
級
の
方
が
新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。�

【
代
理
記
載
制
度
の
創
設
】�

　
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
選

挙
人
」
で
、
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
と
し
て
定
め
ら
れ
た
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け
出
た
者

（
有
権
者
に
限
る
）
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
上
肢

又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
一
級
の
方
。�

②
戦
傷
疾
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
上
肢

又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
〜
第
二

項
症
ま
で
の
方
。�

�

※
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
事
前
に

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
が
必
要
で
す
。�

　
ま
た
、
「
代
理
記
載
制
度
」
に
つ
い
て
も
事

前
の
届
け
出
（
投
票
者
及
び
代
理
記
載
人
）
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
な
ど
詳
し
く

は
中
標
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

◆
期
日
前
投
票
制
度
の
概
要�

・
「
期
日
前
投
票
制
度
」
と
は�

　
選
挙
は
、
選
挙
期
日
（
投
票
日
）
に
投
票
所
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
（
こ
れ
を
投

票
日
当
日
投
票
所
投
票
主
義
と
い
い
ま
す
。
）、
期
日
前
投
票
制
度
は
、
選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期
日

と
同
じ
く
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。�

・
対
象
と
な
る
投
票�

　
従
来
の
不
在
者
投
票
の
う
ち
、
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
う
投
票
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
で
行
う
投
票
は
、

従
来
の
不
在
者
投
票
か
ら
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）�

・
投
票
対
象
者�

　
選
挙
期
日
に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
な
ど
現
行
の
不
在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
投
票
の
際
に
は
、
現
行
の
不
在
者
投
票
と
同
じ
く
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま

れ
る
旨
の
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
（
七
月
の

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
よ
り
、
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
の
様
式

が
変
わ
り
、
裏
面
に
宣
誓
書
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
記
入
の
上
、
期
日
前
投
票
所
へ
持
参
く
だ
さ
い
。
）�

・
投
票
の
で
き
る
期
間
及
び
時
間�

　
選
挙
期
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
の
翌
日
（
従
来
は
公

示
日
ま
た
は
告
示
日
か
ら
）
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
。

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祭
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
八
時
ま
で
で
き
ま
す
。�

・
投
票
場
所�

　
中
標
津
町
役
場
内
に
設
け
ら
れ
る
「
期
日
前
投
票
所
」
に
、

入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
を
持
参
の
上
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
「
期
日
前
投
票
」
の
メ
リ
ッ
ト�

　
選
挙
期
日
前
の
投
票
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期
日
に
お
け
る

投
票
と
同
じ
く
、
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
を
行
っ
た
後
に
、
他
市
町
村
へ

の
移
転
、
死
亡
等
の
事
由
が
発
生
し
て
選
挙
権
を
失
っ
た
と

し
て
も
、
有
効
な
投
票
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
投
票
用
紙
を
内
封
筒
、
外
封

筒
に
入
れ
署
名
す
る
と
い
う
手
続
き
が
不
要
と
な
り
投
票
が

簡
単
に
な
り
ま
す
。�
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◆
震
度
が
発
表
さ
れ
て
い
る
震
度
計
は�

　
養
老
牛
に
あ
り
ま
す�

�

〜
根
室
測
候
所
か
ら
震
度
計
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
〜�

�

　
地
震
発
生
時
に
、
中
標
津
町
内
と
し
て
発
表
さ
れ
て

い
る
震
度
計
は
養
老
牛
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
も
と
も
と
震
度
計
は
人
工
的
な
揺
れ
を
出
来
る
だ
け

避
け
、
地
震
の
強
い
揺
れ
に
よ
る
被
害
を
い
ち
早
く
知

る
た
め
、
広
い
地
域
を
対
象
と
し
た
防
災
上
の
観
点
か

ら
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
象
庁
の
震
度
計
は
市
町
村

単
位
ご
と
の
震
度
を
調
べ
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
す
べ
て
の
市
町
村
に
震
度
計
が
設
置

さ
れ
て
い
な
く
、
ま
た
、
計
測
場
所
も
市
街
地
だ
け
と

は
限
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

　
養
老
牛
の
震
度
計
は
、
本
来
、
津
波
地
震
早
期
検
知

網
と
し
て
整
備
し
た
も
の
に
、
震
度
を
計
測
で
き
る
装

置
を
付
け
加
え
た
も
の
で
す
。�

　
震
度
計
が
開
発
さ
れ
る
前
は
、
気
象
庁
職
員
が
体
感

に
よ
り
震
度
を
観
測
し
て
い
ま
し
た
が
、
客
観
的
に
早

く
知
ら
せ
る
た
め
、
計
測
震
度
計
を
開
発
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
一
般
的
に
十
勝
沖
、
釧
路
沖
や
根
室
半
島
な

ど
を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
、
発
生
場
所
に
近
い
別
海

町
の
方
が
中
標
津
町
よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
や
、
揺
れ

の
程
度
（
震
度
）
は
場
所
（
地
盤
）
に
よ
り
こ
と
な
る

こ
と
か
ら
、
揺
れ
に
違
い
を
感
じ
る
よ
う
で
す
。�

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
発
表
さ
れ
る
震

度
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
体
感
し
た
も
の
と
違
う
と
思

わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
養
老
牛
の
観
測
地

点
で
の
震
度
と
し
て
考
え
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。�

�

●
防
災
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、�

　
総
務
部
総
務
課
行
政
改
革
・
防
災
係
ま
で
。�

『
防
災
』②�

�

　
災
害
の
種
類
も
、
昨
年
の
十
勝
沖
地
震
な
ど
の
地
震
災
害
、
昨
年
八
月
の
台
風
十
号

な
ど
の
風
水
害
、
そ
し
て
今
年
一
月
か
ら
の
暴
風
雪
な
ど
の
雪
害
等
さ
ま
ざ
ま
で
す
。�

　
昭
和
二
十
一
年
の
標
津
村
か
ら
の
分
村
後
に
受
け
た
災
害
に
つ
い
て
大
き
な
も
の
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。
（
別
表
）�

　
春
の
融
雪
害
、
降
雹
、
台
風
そ
し
て
地
震
と
種
々
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。�

　
日
頃
か
ら
の
、
災
害
へ
の
備
え
を
忘
れ
ず
に
！�

◆
雨
に
よ
る
警
報
・
注
意
報
発
表
基
準�

　
を
ご
存
知
で
す
か
？�

�

　
天
気
予
報
の
一
つ
と
し
て
注
意
報
、
警
報
が
あ
り
ま
す
。

注
意
報
は
気
象
の
現
象
に
よ
っ
て
災
害
が
起
こ
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
、
警
報
は
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
警
告
と
し
て
出
さ
れ
ま
す
。�

　
降
雨
量
が
一
ミ
リ
の
雨
で
は
、
畳
二
枚
分
の
広
さ
に

降
っ
た
雨
が
、
一
時
間
で
ビ
ー
ル
瓶
五
本
分
（
三
・
三

リ
ッ
ト
ル
）
溜
ま
る
計
算
に
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
百
ミ
リ
の
雨
が
百
メ
ー
ト
ル
四
方
に
降
っ
た

場
合
は
千
ト
ン
（
ド
ラ
ム
缶

で
約
五
千
本
）
に
な
り
、
低

地
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
集
ま
り

災
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。
気

象
情
報
を
は
じ
め
、
防
災
情

報
を
こ
ま
め
に
確
認
す
る
な

ど
し
て
、
被
害
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。�

注意報・警報基準�

【別表】昭和21年標津村から分村以降の大きな災害（概要、被害額⇒確認できたもののみ）�

年　　月� 災  害  名� 災　害　概　要� 被　害　額�

昭和27年３月�

�

昭和35年３月�

�

昭和36年�

昭和40年９月�

昭和47年９月�

昭和50年５月�

昭和54年10月�

昭和56年７月�

昭和60年４月�

平成２年５月�

平成５年１月�

平成６年10月�

平成10年９月�

平成16年１月�

１億6,100万円�

�

６億2,700万円�

３億9,800万円�

３億3,000万円�

３億7,200万円�

１億4,500万円�

22億4,000万円�

３億5,000万円�

95億0,000万円�

１億4,600万円�

２億0,100万円�

大雨・融雪水で標津川が氾�
濫。中標津中学校が孤立、�
一条橋流出、母子２名死亡、�
消防団員１名殉職�

床下浸水62戸�

床上浸水２戸、床下浸水43戸�

�

�

�

�

自動車、建物等�

震度４�

震度６�

床上浸水１戸、床下浸水６戸�

畜舎屋根倒壊等�

十勝沖地震�

�

融雪害�

�

台風18号、第２室戸台風�

台風24号�

台風20号�

低気圧�

台風20号�

低気圧�

融雪害�

降雹�

釧路沖地震�

東方沖地震�

台風５号�

暴風雪�

大雨注意報（根室地方）�

　１時間　30ミリ�
　３時間　50ミリ�
　24時間　80ミリ�
�
洪水注意報（根室地方）�

　24時間　80ミリ�
�
※ただし、融雪期には、�
　雨量と融雪量（相当水�
　量）の合計�

大雨警報（根室地方）�

　１時間　 50ミリ�
　３時間　 70ミリ�
　24時間　120ミリ�
�
洪水警報（根室地方）�

　３時間　 70ミリ�
　24時間　120ミリ�
※ただし、融雪期には、�
　雨量と融雪量（相当水�
　量）の合計�

※上記基準値まで達すると予測された場合、注意報・警報が出されます。�

こ
う
ひ
ょ
う�
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なかしべつ� ⑥�

　
「
桜
が
と
て
も
き
れ
い
な
の
で

絵
を
描
き
に
き
ま
せ
ん
か
」
と
い

う
誘
い
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
。

早
速
出
か
け
た
と
こ
ろ
今
ま
さ
に

満
開
の
時
期
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る

時
だ
っ
た
。�

　
養
老
牛
温
泉
か
ら
は
桜
の
花
と

淡
い
緑
に
変
わ
る
樹
木
を
通
し
て

残
雪
の
あ
る
標
津
岳
と
サ
マ
ッ
ケ

ヌ
プ
リ
が
見
え
る
。
近
景
の
数
少

な
い
建
物
の
付
近
も
周
囲
の
山
肌

も
こ
の
時
期
だ
け
の
柔
ら
か
い
花

の
色
と
柔
ら
か
い
緑
に
埋
ま
っ
て

素
晴
ら
し
い
景
色
で
あ
る
。�

　
武
佐
岳
と
桜
の
組
み
合
わ
せ
で

版
画
を
作
り
た
い
と
思
い
西
竹
、

計
根
別
、
俣
落
、
開
陽
、
武
佐
、

川
北
、
標
津
ま
で
絵
に
な
る
所
を

探
し
て
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
が
な

か
な
か
こ
れ
と
い
う
場
所
が
な
く

難
し
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。�

　
中
標
津
町
に
は
あ
ち
こ
ち
に
何

十
年
も
前
に
先
人
が
植
え
た
桜
並
木
、

学
校
の
校
庭
に
大
き
な
桜
の
木
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
車
で
走

り
な
が
ら
桜
の
花
咲
く
頃
は
い
た
る

と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
景
色

で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ざ
武
佐
岳
が

遠
く
に
見
え
て
近
景
に
桜
が
あ
る
よ

う
な
場
所
を
あ
ち
こ
ち
探
し
て
見
る

が
な
か
な
か
組
み
合
わ
せ
の
い
い
所

は
見
つ
か
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。�

そ
れ
で
も
開
陽
か
ら
武
佐
へ
向
か
う

と
こ
ろ
や
茶
志
骨
や
緑
ヶ
丘
森
林
公

園
に
も
沢
山
の
桜
と
武
佐
岳
の
組
み

合
わ
せ
の
い
い
場
所
が
あ
る
。
車
を

止
め
て
歩
き
な
が
ら
眺
め
ら
れ
る
素

晴
ら
し
い
景
色
で
あ
る
。�

�

★ 

編
集
部
よ
り�

　
今
回
が
最
終
回
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
連
載
し
た
六
回
分
の
原
画
と
、

パ
ネ
ル
に
し
た
複
製
を
役
場
一
階
ロ

ビ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。�

・
展
示
期
間�

　
〜
六
月
二
十
三
日
（
水
）
ま
で�

・
展
示
時
間�

　
八
時
四
十
五
分
〜
十
七
時
十
五
分�

木版画家　細　見　　　浩�

最も遅い桜の花咲く頃�

根
室
北
部
消
防
事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ�

根
室
北
部
消
防
事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ�
��

平
成
十
六
年
度
「
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
」
の
ご
案
内�

�

　
消
防
法
第
十
三
条
の
二
十
三
の
規
定
に
よ
る
「
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

会
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

受
講
対
象
者�

　
①
平
成
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
免
状
の
交
付
ま
た
は
保
安
講
習�

　
　
を
受
け
、
現
在
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
者
。�

　
②
平
成
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
免
状
の
交
付
を
受
け
、
現
在
、�

　
　
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
者
で
、
こ
れ
ま
で
一
度
も�

　
　
保
安
講
習
を
受
講
し
て
い
な
い
者
。�

講
習
日
時
　
七
月
十
五
日
（
木
）�

・
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
十
二
時
三
十
分�

　
（
給
油
取
扱
所
以
外
の
施
設
の
危
険
物
取
扱
者
）�

・
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分�

　
（
給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱
者
）�

場
　
　
所
　
中
標
津
消
防
署
講
堂�

申
込
締
切
　
七
月
五
日
（
月
）�

　
受
講
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
、
ま
た
は
、
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
消
防
本
部
1
（
２
）
９
１
１
４
ま
た
は�

　
消
防
署
1
（
２
）
２
１
８
１
ま
で
。�

�

平
成
十
六
年
度
「
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
」
の
ご
案
内�

�

　
消
防
法
施
行
規
則
第
二
条
の
三
に
定
め
る
「
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

日
　
　
程
　
七
月
七
日
（
水
）
〜
七
月
八
日
（
木
）
二
日
間�

場
　
　
所
　
中
標
津
消
防
署
講
堂�

申
込
締
切
　
六
月
二
十
五
日
（
金
）�

　
受
講
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
、
ま
た
は
、
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
消
防
本
部
1
（
２
）
９
１
１
４
ま
た
は�

　
消
防
署
1
（
２
）
２
１
８
１
ま
で
。�

�
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�

健康いちばん�

保健センター母子保健係�

こどもの事故予防�

道
路
工
事
に
伴
う�

町
道
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ�

　
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
も
生
ま
れ
て

半
年
を
過
ぎ
る
頃
に
は
、
這
っ
て
移

動
し
た
り
、
何
で
も
口
に
入
れ
よ
う

と
し
ま
す
。
一
歳
を
過
ぎ
る
頃
に
は

歩
け
る
よ
う
に
な
り
能
力
は
ま
す
ま

す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
こ
ど
も
の
事
故
が
急
増
し
て

き
ま
す
。
こ
ど
も
の
死
亡
原
因
を
見

る
と
病
気
を
ぬ
い
て
不
慮
の
事
故
が

一
番
多
く
、
そ
の
う
ち
〇
〜
四
歳
児

の
不
慮
の
事
故
は
、
交
通
事
故
よ
り

も
本
来
安
全
な
は
ず
の
家
庭
内
で
多

く
起
き
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
実
際
に
保
健
セ
ン
タ
ー
の
乳
幼
児

健
診
や
相
談
で
「
タ
バ
コ
を
食
べ
て

し
ま
っ
た
」
「
階
段
か
ら
落
ち
た
」

「
ス
ト
ー
ブ
を
触
っ
た
」
「
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
を
こ
ぼ
し
た
」
と
言
う
話

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

故
が
起
き
る

理
由
は
、
①

乳
幼
児
は
頭

が
大
き
く
体

の
バ
ラ
ン
ス

が
取
り
に
く

い
た
め
転
び

や
す
い
こ
と
。

②
視
力
も
一

歳
で
お
よ
そ

〇
・
二
、
③

視
野
は
九
十

度
ほ
ど
で
周

り
の
事
が
あ

ま
り
見
え
て

い
ま
せ
ん
。
�

　
そ
の
半
面
、
何
事
に
も
好
奇
心
旺

盛
で
、
興
味
の
あ
る
も
の
は
、
ど
ん

な
も
の
で
も
い
じ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
�

　
事
故
を
防
ぐ
に
は
親
が
し
っ
か
り

家
の
中
を
片
付
け
、
大
切
な
も
の
、

危
険
な
も
の
は
手
の
届
か
な
い
高
い

所
に
置
く
。
い
じ
っ
て
い
け
な
い
も

の
は
「
ダ
メ
」
「
大
事
」
と
、
目
を

見
て
言
葉
で
し
っ
か
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

誤
飲
で
は
、
タ
バ
コ
・
ボ
タ
ン
・
電

池
な
ど
は
極
め
て
危
険
で
す
。
ま
た
、

こ
ど
も
の
口
の
中
に
入
る
大
き
い
も

の
は
窒
息
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
水

に
よ
る
事
故
は
、
お
風
呂
場
に
鍵
を

か
け
る
か
、
お
湯
を
抜
く
事
で
随
分

防
げ
ま
す
。
　
　
�

　
小
さ
な
こ
ど
も
が
い
る
生
活
の
中

で
は
、
「
ヒ
ヤ
ッ
」
「
ド
キ
ッ
」
と

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
何
度
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
「
ヒ
ヤ
ッ
」
は
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
貴
重
な
サ
イ
ン
な
の

で
す
。
「
セ
ー
フ
！
よ
か
っ
た
ぁ
」

で
終
わ
り
に
せ
ず
、
ま
た
同
じ
「
ヒ

ヤ
ッ
」
が
起
き
な
い
た
め
に
は
お
母

さ
ん
ひ
と
り
で
は
な
く
、
一
緒
に
生

活
し
て
い
る
家
族
全
員
で
環
境
を
整
え
、

見
守
り
、
声
か
け
を
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
�

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健

係
で
は
事
故
予
防
に
か
か
わ
ら
ず
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
�

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
�

　
町
道
道
路
工
事
に
伴
い
、
左
記
の
道
路
が
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。�

　
日
頃
よ
り
工
事
対
象
路
線
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

路
線
名
　
俵
橋
十
九
線
道
路
　
　
　
　
　
　
養
老
牛
北
二
十
号
道
路�

区
　
間
　
国
道
バ
イ
パ
ス
〜
南
一
号
　
　
　
道

（々
五
十
二
線
）〜
五
十
線�

理
　
由
　
橋
梁
工
事
の
た
め
　
　
　
　
　
　
函
渠
工
事
の
た
め�

期
　
間
　
六
月
中
旬
〜
十
二
月
十
日
　
　
　
六
月
中
旬
〜
十
月
二
十
九
日�

位
置
図�

●
工
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
水
道
部
建
設
課
土
木
係
ま
で
。�
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�町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�六
月
の
整
形
外
科
診
療
日
�

����������体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

�　
畜
産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

通
年
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
チ
ー
ズ
作
り
の
体

験
実
習
（
研
修
会
）
が
行
わ
れ
て
お
り
、

年
間
約
千
人
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
未
体
験
と
い
う
町
民
の

方
も
多
数
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
�

　
そ
こ
で
、
未
体
験
の
方
々
を
優
先
に

し
た
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
と
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
の
体
験
実
習
を
企
画
し
ま

し
た
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
�

日
時
　
六
月
二
十
六
日
（
土
）
�

　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
�

　
　
　
午
後
三
時
三
十
分
�

場
所
　
畜
産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
�

対
象
　
町
内
在
住
の
中
学
生
以
上
の
方
�

費
用
　
千
円
�

募
集
人
数
　
十
人
�

募
集
期
間
　
六
月
十
日
（
木
）
ま
で
�

申
込
方
法
　
電
話
で
予
約
受
付
し
ま
す
�

　
　
　
　
　
1
（
８
）
２
２
１
６
（
先
�

　
　
　
　
　
着
十
人
で
締
め
切
り
）
�

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
畜
産
食
品
加
工

研
修
セ
ン
タ
ー
（
1
は
同
右
記
）
ま
で
。
�

�『
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
』
�

�　
「
合
併
協
議
会
の
状
況
は
？
」、
「
年

金
制
度
を
詳
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
町
の
考
え
方
や
、

い
ろ
い
ろ
な
施
策
に
つ
い
て
担
当
職
員

が
ご
指
定
の
場
所
に
伺
い
解
説
し
ま
す
。
�

　
期
間
は
、
平
成
十
六
年
六
月
〜
十
月

の
平
日
午
前
九
時
〜
午
後
九
時
ま
で
の

間
で
、
一
開
催
二
時
間
程
度
で
す
。
�

　
町
内
在
住
者
五
名
以
上
の
参
加
人
数

で
開
催
で
き
ま
す
の
で
、
開
催
す
る
二

週
間
前
ま
で
に
企
画
財
政
課
企
画
係
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

�集
落
協
定
を
公
表
し
ま
す
�

�　
中
標
津
町
で
は
、
平
成
十
二
年
度
よ

り
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
制
度
は
、
農
業
生
産
に
厳
し
い

地
域
へ
の
対
策
と
し
て
、
耕
作
放
棄
を

防
止
し
、
水
源
の
涵
養
や
景
観
の
維
持

な
ど
農
業
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
維

持
す
る
た
め
、
耕
作
面
積
に
応
じ
て
交

付
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。
�

　
こ
の
制
度
の
具
体
的
な
事
業
内
容
は

集
落
で
策
定
す
る
協
定
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
�

　
そ
こ
で
、
本
制
度
の
透
明
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
次
の
と
お
り
協
定
内

容
と
平
成
十
五
年
度
の
実
施
内
容
を
公

表
し
ま
す
。
�

公
表
期
間
　
六
月
七
日
〜
六
月
三
十
日
�

　
　
　
　
　
（
土
・
日
を
除
く
）
�

公
表
時
間
　
午
前
八
時
四
十
五
分
〜
�

　
　
　
　
　
午
後
五
時
十
五
分
�

公
表
場
所
　
農
林
課
農
務
係
窓
口
�

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
務
係
�

�ク
マ
出
没
注
意
！
�

�　
こ
こ
数
年
来
、
ク
マ
の
目
撃
例
が
増

え
て
い
ま
す
。
�

　
今
年
も
既
に
五
月
初
旬
に
武
佐
地
区

に
お
い
て
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
菜
採
り
や
釣
り
な
ど
で
山
に
行
か
れ

る
方
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

　
特
に
単
独
行
動
は
非
常
に
危
険
で
す
。

で
き
れ
ば
複
数
で
行
動
し
、
音
の
鳴
る

も
の
を
携
行
す
る
な
ど
し
て
、
た
え
ず

人
間
の
位
置
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
こ
と

も
大
事
で
す
。
�

　
ク
マ
を
目
撃
、
あ
る
い
は
ク
マ
が
い

た
形
跡
な
ど
を
発
見
し
た
時
は
、
農
林

課
林
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

税　　金�
M A T I O N

6

June

らくらしの広場�らしの広場�
6

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

�

6

13

20

27

�

7

14

21

28

�

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

日 月 火 水 木 金�土�

　日時／６月15日（火）午後１時～午後５時　　　　場所／中標津経済センター�
　　　　６月16日（水）午前９時～午前11時30分�

�
６月は町道民税（第１期）、�
国民健康保険税（第１期）、�
介護保険料（第１期）の納期です�

�
　町道民税の第１期と国民健康保険税
の第１期、介護保険料の第１期の納期
限は６月30日です。忘れずに納期内に
納めましょう。�
　町税はみんなの財産です。町税を有
効に使うため、納期内納付にご協力を
お願いします。�
�
～町税等各種収納金の�

納付は口座振替で～�
＜６月の収納窓口休日開設及び�
　　　　　　　平日開設時間延長日>�
�
　 休日開設日　　     開設時間延長日�
�
�
�

�
�
　収納窓口開設時間延長、休日開設に
あわせて納税相談を実施していますので、
納税についてご相談ください。�
�

税務職員募集�
�

　札幌国税局では、税務職員を募集し
ています。�
受験資格　昭和59年４月２日～�
　　　　　昭和62年４月１日生れの者�
試験の程度　高等学校卒業程度�
申込期間　６月22日c～６月29日c

　申込用紙の請求など詳しくは、根室

税務署総務課　10153（23）3261まで。�
�
�

�
�

児童手当の現況届出を�
�

　児童手当受給者の方は、毎年６月中
に前年の所得状況と児童の養育状況を
確認するため、現況届の提出が義務付
けられています。もし、この届出をし
なければ、受給資格があっても６月以
降の児童手当を受給できなくなります
ので、必ず提出してください。現況届
の用紙は、今月中旬頃までに受給者の
皆さんに郵送します。�
　また、所得制限により該当になって
いない方も、前年の所得状況によって
は該当となる場合もありますので、新
規に申請してください。�
　詳しくは、福祉課福祉給付係まで。�
�

詳しくは、町立中標津病院�
医事課　12-8200まで。�

月� 14 28

火� な　　し�

水�

3

2

4

9

10

11

16 30

17

18

24

25

木�

金�

27日（日）�

午後５時15分～�
　　午後８時まで�

午前９時～�
　午後５時まで�

17日（木）�
30日（水）�

福　　祉�
か
ん
よ
う
�



�

11

I N F O R M

くらしの広場�くらし

�女
性
の
た
め
の
な
ん
で
も
�

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
�

�（相
談
は
女
性
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
�

　
だ
き
ま
す
。
）
�

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
を
お
受
け
す
る
の
は
、
全
て
女
性

の
人
権
擁
護
委
員
で
す
。
難
し
い
手
続

き
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
頃
の

ど
ん
な
悩
み
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

日
時
　
六
月
二
十
四
日
（
木
）
�

　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時
�

場
所
　
総
合
文
化
会
館
第
２
研
修
室
Ａ
�

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま
で
。
�

�北
海
道
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
�

コ
ン
ク
ー
ル
募
集
の
お
知
ら
せ
�

�　
北
海
道
で
は
、
「
北
海
道
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お
年
寄
り
も
子

ど
も
も
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
地
域
社

会
づ
く
り
を
道
民
全
体
で
進
め
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
一
層
進
め
る
た
め
、

福
祉
的
配
慮
に
優
れ
た
公
共
的
施
設
等

及
び
障
害
者
・
高
齢
者
等
を
支
援
す
る

活
動
を
表
彰
し
ま
す
。
�

対
　
　
象
�

・
ハ
ー
ド
部
門
（
公
共
的
施
設
等
〜
多

　
数
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物
等
）
�

・
ソ
フ
ト
部
門
（
障
害
者
・
高
齢
者
等

　
の
自
立
・
社
会
参
加
支
援
活
動
）
�

募
集
期
間
　
六
月
一
日
〜
七
月
九
日
�

　
詳
し
く
は
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係
ま
で
。
�

�町
民
公
開
講
座
�

『
介
護
・
痴
ほ
う
を
あ
き
ら
め
な
い
』

開
催
の
お
知
ら
せ
�

�日
時
　
六
月
二
十
七
日
（
日
）
�

　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時
三
十
分
�

場
所
　
総
合
文
化
会
館
�

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
�

内
容
�

・
講
演
「
脳
卒
中
か
ら
の
生
還
」
�

　
加
藤
歯
科
医
院
（
横
浜
市
）
�

　
院
長
　
加
藤
武
彦
先
生
�

・
特
別
講
演
「
痴
ほ
う
の
理
解
と
上
手
�

　
な
介
護
」
川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
�

　
院
長
　
杉
山
孝
博
先
生
�

　
入
場
無
料
、
申
し
込
み
は
不
要
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
（
定
員

三
百
名
）
詳
し
く
は
、
中
標
津
町
社
会

福
祉
協
議
会
1
（
９
）
１
２
３
１
ま
で
。
�

�働
く
み
な
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
�

�〈
勤
労
者
福
祉
資
金
融
資
制
度
〉
�

　
北
海
道
で
は
、
取
扱
い
金
融
機
関
の

窓
口
を
通
じ
て
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方
、

季
節
労
働
者
の
方
、
事
業
主
の
都
合
に

よ
り
離
職
し
た
方
々
に
生
活
資
金
を
融

資
し
て
い
ま
す
。
�

問
合
せ
先
�

　
取
扱
金
融
機
関
（
下
記
）
の
ほ
か
、

根
室
支
庁
商
工
労
働
観
光
課
�

1
０
１
５
３
（
２
４
）
５
６
１
９
（
直

通
）
ま
で
。
�

取
扱
金
融
機
関
�

　
北
海
道
労
働
金
庫
、
各
信
用
金
庫
、

各
信
用
組
合
の
本
店
・
支
店
�

�定
期
健
康
診
断
の
実
施
に
�

つ
い
て
�

�〈
定
期
健
康
診
断
や
健
康
管
理
を
実
施

し
て
い
ま
す
か
〉
�

　
事
業
者
は
、
事
業
場
の
規
模
や
業
種

に
関
係
な
く
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者

を
雇
い
入
れ
た
時
、
一
年
以
内
ご
と
に

一
回
定
期
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
労
働
安
全
衛
生

法
）
�

　
詳
し
く
は
、
�

釧
路
労
働
基
準
�

監
督
署
�

1
０
１
５
４
�

（
４
２
）
９
７
１
１
�

ま
で
。
�

町づくりのためのご意見・ご提言をお待ちしています。�

●中標津町のメールアドレスnakasi-t@aurens.or.jp�

●町づくりのための意見・提言専用電話�

　（ファックス兼用）�

　（夜間・休日等は留守番電話にて受け付けます）�

　　　　　　　　　　　　　　1（３）３６６７�

健　　康�

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（10154－22－0111）�

「骨粗しょう症　予防改善」�
栄養教室のお知らせ�

�
　　開催日　　　　　　内　　　　容�

６月29日（火）　第１回　講話�

　　　　　　　　「上手にカルシウムを摂取」�

７月５日（月）　第２回　調理実習・試食�

　　　　　　　　「大豆食品でカルシウム」�

７月14日（水）　第３回　調理実習・試食�

　　　　　　　　「野菜・海藻でカルシウム」�

�

会　場　中標津町保健センター�

時　間　午後１時30分～午後３時�

定　員　25人（年齢・男女問わず）�

持ち物　健康手帳（お持ちの方のみ）�

参加料　無　料�

申込先　中標津町保健センター（管理�

　　　　栄養士）12－2733まで�

�

�

骨粗しょう症検診のお知らせ（７月分）�
�

申込期間　６月７日～６月18日の平日�

実施期間　７月１日～７月30日の平日�

内　　容　問診、骨密度測定、診察�

料　　金　1,000円（70歳以上500円）�

実施場所　町立中標津病院�

定　　員　１日２人�

申 込 先　中標津町保健センター（成

　　　　　人保健係）12－2733まで�

�

�
口腔衛生週間行事�

「歯の健康フェアー～図画・ポスター展～」�
のお知らせ�

�

　歯の衛生週間にあわせ、町内の小学

校から募集した平成16年度図画・ポス

ターコンクールの入選作品が決まりま

した。�

　入選作品を含む約80点を展示してい

ますので、是非ご覧ください。�

期　間　６月４日f～６月10日e�

　　　　※10日は午後４時まで。�

場　所　総合文化会館しるべっと�

　　　　町民ホール�

主　催　中標津町、中標津町教育委員

　　　　会、釧路歯科医師会�

問合先　中標津町保健センター（歯科�

　　　　衛生士）12－2733まで�

�



こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

平成16年�6
VOL.498 （　） 内は前月比�

誕生   23人    死亡     7人�
転入 362人    転出 189人　�

４月30日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

23,837（＋189）�
11,731（＋131）�
12,106（＋  58）�
9,951（＋118）�

なかしべつ�

　
町
営
球
場
で
は
、
町
軟

式
野
球
連
盟
の
開
幕
式
に

続
い
て
、
国
体
予
選
が
ス

タ
ー
ト
。
�

　
ま
た
、
中
標
津
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
Ｎ
高
球
児

が
、
あ
と
一
歩
で
逃
し
た

甲
子
園
（
昨
秋
全
道
新
人

戦
ベ
ス
ト
四
）
目
指
し
て

練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
（
写
真
は
少
年
野

球
大
会
決
勝
）
�

地球が丸く見える

5
9～�

野
球
シ
ー
ズ
ン
開
幕
�

　
計
根
別
町
内
連
合
会
で
は
、
将
来
、

正
美
公
園
で
果
実
を
楽
し
め
る
よ
う
、

な
し
、
り
ん
ご
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、

す
も
も
、
く
る
み
の
木
、
百
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。
�

　
こ
の
公
園
は
、
成
田
正
美
（
故

人
）
さ
ん
が
「
北
方
樹
木
園
」
の

夢
を
描
い
て
手
入
れ
し
て
い
た
場

所
で
、
現
在
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
、
遊
具
広
場
、
樹
木
見
本

園
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
地
域
の
人

た
ち
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
�

地球が丸く見える

5
23

サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
植
樹
�

地球が丸く見える

5 観光シーズン到来�

　
四
月
下
旬
、
開

陽
台
展
望
館
が
オ

ー
プ
ン
し
、
五
月

の
連
休
に
は
多
く

の
観
光
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
閉
館

（
売
店
、
軽
食
喫

茶
店
等
）
す
る
十

月
末
ま
で
二
十
万

人
余
り
の
観
光
客

が
雄
大
な
景
観
を

楽
し
み
ま
す
。
�

1～�

きまりを守り　明るいまちにしましょう　町民憲章より�

写真をご希望のかたにネガをお貸しします。�


